
防災教育と学生ボランティア支援セミナー実施要項 
 
１．目 的 

東日本大震災後、災害に学生ボランティアを含む多くのボランティアが被災地復興支援のために献

身的に従事しており、「人の力」「絆の力」の大切さを再認識され、ボランティア活動への需要は、高まっ

ており、特に、学生ボランティアの果たす役割は非常に大きく、大学としても学生ボランティアを推進す

る役割を期待されている。 

また、今後地震のみならず、どの地域においても大きな災害が起こる可能性があり、被害を減じるた

めには、ハードのみならず、ソフト面の充実が必要であり、学生の命を守る意味も含め、防災知識・意

識の向上についても、これから大学が期待される役割の一つといえる。 

学生支援を推進する上で、災害という危機に際し、いかに、被害を減じるかという防災教育、また起

きた被害に対しての援助等を担うボランティア活動の支援は、地域の中で教育活動を実践する大学と

しての課題でもあるのではないかと思われる。 

ボランティア活動支援と防災教育という２つの視点を取上げることにより、学生の人間的成長支援と

いう観点も含め、各大学等の学生支援の充実に資するために、本セミナーを開催する。 
 
２．主 催 

独立行政法人 日本学生支援機構 
 
３．協 力 

文部科学省 
 
４．期 日 

平成２３年１２月２２日（木曜日） 
 
５．場 所 

学術総合センター 一橋記念講堂 
〒101-0003 東京都千代田区一ツ橋２－１－２ TEL:03-4212-6321 

 
６．参加対象者 

国公私立大学・短期大学・高等専門学校の教職員 

 
７．定 員 

４００名 
 

８．プログラム内容 

 〈受 付〉 プログラム開始 60 分前より 

10：30～10：50 

 

開会式 

 

独立行政法人日本学生支援機構 

文部科学省 

 

 

10：50～12：40 講演① 「想定を超える災害にどう備えるか 

～命を守る主体的姿勢を与えた釜

石市津波防災教育に学ぶ～」 

群馬大学教授 

片田 敏孝 氏 

12：40～13：50 昼食・休憩  

13：50～14：50 講演② 「ボランティア活動を支援する教育

的意義と展望」 

昭和女子大学コミュニティサー

ビスラーニングセンター長 

興梠 寛 氏 

15：00～17：00 パネルディス

カッション 

「東日本大震災に際しての学生ボ

ランティアの状況」 

司会 興梠 寛 氏 

ﾊﾟﾈﾗｰ 岩手県立大学 

青山学院大学 

立命館大学 

17：00 閉会   



 
９．参加申込 

（１）申込人数は 1 校 ２名まで受け付けます。 

（2）申込み方法は、学校内で参加希望者を調整のうえ「参加登録方法について」（別紙）に従って日

本学生支援機構ホームページ（http://www.jasso.go.jp/）から参加登録画面にログインし、必要事

項を入力・送信してご登録ください。 

   （3）申込期間は 11 月 7 日 10 時から 12 月 10 日 18 時までです。 

 

10．参加者の決定 

（１）申込終了後、受付完了メールが届いた時点で参加決定となります。 

（２）定員になり次第締め切ります。 

 

11．参加に要する経費 

（1）参加費は無料です。 

（2）参加に係る旅費・宿泊費は、各参加者（校）にてご負担ください。 

※ 参加に際し宿泊を要する場合は、参加者各自にて手配してください。 

 

12．講師紹介 

（1）群馬大学大学院 教授 片田敏孝 氏 

豊橋技術科学大学大学院博士課程修了後、東海総合研究所、岐阜大学工学部等を経て、現

在は群馬大学大学院工学研究科教授。平成 22 年より群馬大学広域首都圏防災センター長に就

任。東京大学大学院客員教授などを兼務。釜石市防災危機管理アドバイザーとしても活躍中。 

専門は災害社会工学。災害情報や住民避難に関して研究するとともに、釜石市をはじめとする

全国各地で防災教育活動を展開。 

 

（2）昭和女子大学 コミュニティサービスラーニングセンター長 興梠 寛 氏 

新聞記者の後、ボランティア活動推進機関でボランティア・市民活動や NGO の調査研究をはじ

め、人材育成計画、国際協力事業に携わる。現在は、昭和女子大学人間社会学部特任教授・コミ

ュニティサービスラーニングセンター長として教鞭を執る。日本ボランティア学習協会代表理事、

社会福祉法人世田谷ボランティア協会理事長、文部科学省中央教育審議会他各種委員。近著に『希

望への力－地球市民社会の「ボランティア学」』（光生館）。 

 

 

 

 

 

（問い合わせ先） 
独立行政法人 日本学生支援機構 
学生生活部 研修事業課 

担当：松山 
〒135-8630 東京都江東区青海２－２－１ 
電 話 ０３－５５２０－６１７２ 
ＦＡＸ ０３－５５２０－６０５０ 
E-Mail   kyoshoku@jasso.go.jp 


